平成２５年２月４日
学校図書館の活性化のための取組
「郡家小学校の読書リーダーをめざそう！」
                            高槻市立郡家小学校　首席　辻井　周子
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  １）蔵書の充実→「学校図書１００万冊計画」
　　　学校図書館の蔵書の合計が約７０万冊（学校図書館図書標準達成）
市立図書館から学校への貸出可能な本が約３０万冊　　　
２）担当者の配置→小学校への「学校図書館支援員」
→中学校への「読書環境整備員」の配置
３）市立図書館との連携→「あらゆる機会・場所」を通じて読書活動が出来るように
・「まちごと『子ども図書館』」　・団体貸出　・市立図書館司書の学校訪問
・学校図書館運営協議会、図書館支援員連絡会研修　
Ⅱ．郡家小学校の概要と読書活動　
１）学校の概要
２）主体的な委員会活動の推進
３）読書活動
・各学年朝の読書週２回（水・金）
・読書記録カードに低・中・高学年のめあて
・読書週間の前半１週間は、毎朝全校朝の１０分間読書
・地域の教育力→月１回水曜１～３年の保護者ボランティアによる読み聞かせ
Ⅲ．学校図書館の活性化の取組
１）蔵書充実に伴う環境の見直し
２）図書館支援員との連携（年間カリキュラムに基づく）　
　３）みんなが本をすきになる図書館に向けての工夫
1 子ども新聞の掲示→記事につながりのある本の紹介
2 １年間通して読書に親しむ機会をつくる→「Book2」,「読書週間」
3 本との出会い→ペア学年に読み聞かせ
4 広がり→お楽しみウィーク
5 つながり→公立図書館との連携
読書リーダー養成学習会※学んだことを「Booｋ2」に活かす。
●成果
　１）３年間の貸出統計から見えたこと
　　
[image: image2.emf]　２）図書委員のおすすめ本の効果
　　
　３）図書館支援員による当番活動支援や集計資料提供
　　
　４）図書委員会の活動の「見える化」と反応が「分かる化」
　
●課題
　・主体的な活動を進めるために重要なこと
　・「出会い」と「つながり」をキーワードに
　・「本は大切に」だけでなく「図書館は大切！」→あらゆる教育活動における
学校図書館の活用の見直し
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